
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   総度数の異なる二つの資料の傾向を比較し，数学的な表現を用いて説明する問題である。 ここでは，各階級の度数で単純に比べることができないことや，相対度数を用いると比較が可能になることを理解しているかどうかをみる。   ［第１学年］ Ｄ 資料の活用 （１）目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるようにする。       ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。 イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。     主な誤答例 割合(％) ３時間以上の階級の相対度数または割合を求めているが，数値や式のみしか記述しておらず，説明がないもの  （例） １６÷２００＝０．０８  １２÷１２０＝０．１０ 4.1 ３時間以上の階級の相対度数または割合を比べることに着目しているが実際に値を求めていないもの   （例） 相対度数を求めればよい。第３学年の方が相対度数が大きい。 6.4 無解答 26.5 

９  情報の傾向の読み取り  通過率 43.0％ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

問題の趣旨問題の趣旨問題の趣旨問題の趣旨    

学習指導要領における領域・内容学習指導要領における領域・内容学習指導要領における領域・内容学習指導要領における領域・内容    

主主主主な誤答な誤答な誤答な誤答等等等等    

（正答例） 第２学年の 3.0 時間以上の生徒の相対度数（割合）は， １６÷２００＝０．０８（８％） であり， 第３学年の 3.0 時間以上の生徒の相対度数（割合）は， １２÷１２０＝０．１０（１０％）である。 よって，３年生の方が相対度数（割合）は大きい。  



                      
 
   平成24年度全国学力・学習状況調査 算数Ｂ問題５（３）情報の解釈と数学的な表現 正答率27.5％    ＊平成＊平成＊平成＊平成 26262626 年度年度年度年度中中中中学校学校学校学校第第第第２２２２学年が，平成学年が，平成学年が，平成学年が，平成 24242424 年度年度年度年度小小小小学校学校学校学校第第第第６６６６学年学年学年学年で本調査を実施で本調査を実施で本調査を実施で本調査を実施                                       ○ 与えられた資料から，必要な情報を選択し，数学的な表現を用いて説明すること。     ○ 相対度数の必要性と意味について理解できるようにする。 ・ 度数の合計の異なる二つ以上の資料について，それらの傾  向を階級に着目して比較するために，相対度数が必要である ことを理解させましょう。 ・ 生徒にとって身近な問題で，階級の度数をそのまま比較す ることが適切でないような事例を扱うことで，相対度数の必   要性と意味について理解させましょう。  

課課課課        題題題題    

指導のポイント指導のポイント指導のポイント指導のポイント    

ここここれまでのれまでのれまでのれまでの全国学力・学習状況調査全国学力・学習状況調査全国学力・学習状況調査全国学力・学習状況調査から明らかになったことから明らかになったことから明らかになったことから明らかになったこと    

でも，合計人数が違います。 だから，人数だけで比べるのではなく，割合でも比べてみたいです。 
Ａの方がＢに比べて人数が多いから，Ａの方が多いですね。 

＜平成 24年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 小学校算数＞から抜粋 日常生活で二つ以上の事象の大きさを比べるときには，量で比べる場合と割合で比べる場合が あることを理解し，目的に応じて適切に使い分けられるようにすることが大切である。  上記の問題においては，男子と女子それぞれの人数が異なるので，「乗れる人数」という量で比べるよりも，「（乗れる人数）÷（合計の人数）」という割合で比べる方が適切であると理解することが大切である。 指導に当たっては，右のような二つの図を用いて， 量で比べる場合と割合で比べる場合との違いを明ら かにする中で，基準量が異なる際には，どちらで比 べる方が適切であるかを考える場を設定する必要が ある。 

割合 
人数 


